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 要　　旨 
 　本稿では，海外在住経験を持つ日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行い，異文化環境
における経験と異文化間能力獲得の相関関係を分析した。同一人物に複数回行ったインタビューから
は，言語が介在しにくい環境に適応する過程において，チームメイトや監督との関係性や，チームへ
の貢献度による立場の変化など，様々な外的要因からの経験を経て，心境の変化や言語能力の向上の
みならず，信頼関係の構築といった異文化間能力を獲得する過程が段階的に観察できた。異文化間コ
ミュニケーション能力は，言語および言語外の能力が互いに関係づけられるものであり，異文化間能
力と言語がどのように関わりを持つのかを実証的に記述した成果は，その理論記述とグローバル人材
育成への応用にもつながる研究となることが期待される。 
 1．はじめに 
 　社会のグローバル化に伴い，異文化間コミュニケーション能力が求められている。異文化間コミュ
ニケーション能力とは，狭義では言語能力，つまり，ある言語を語彙的，文法的な点から適切に運
用できる力と定義できようが，コミュニケーションを効果的に成立させるためには，例えば，当該
言語が使用されている文化的背景に関する知識や相手との関係構築のしかたなど，言語能力以外の
力も多分に関わってくる。 
 　石川・北村（2016）では，在モンテネグロ在住の日本人サッカー選手を対象に，言葉が通じにく
い異文化環境においてコミュニケーションがどのように行われるのかについてインタビュー調査を
行った。その結果，異文化間コミュニケーション能力を身に付けていく過程には，言語能力だけで
はなく，伝える力，柔軟な対応力，自分の長所を伸ばして戦っていくことの重要性を認識する様な
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どを観察した。 
 　異文化間コミュニケーション能力とは，研究者によって定義も異なり，いまだ漠とした感がある
ものではあるが，本稿では，異文化間コミュニケーション能力を，Byram（1997）に従い，言語能
力・社会言語能力・談話能力・異文化間能力の 4つが相関するものと捉える。そして，今回は，言
語能力・社会言語能力・談話能力という広い意味で言語に関わる能力とは異なる，異文化間能力に
着目する。海外在住経験のある日本人サッカー選手にインタビュー調査をし，それを分析すること
で，言語の力が介在しにくい環境に適応していく経験から得られた「異文化間能力」の一端を明ら
かにする。 
 2．本研究の位置づけ 
 2.1　分析の方向性と手法 
 　Byram（1997）によれば，「異文化間能力」とは「態度 Attitudes」「知識 Knowledge」「解釈と関
連付けの技術 Skills of interpreting and relating」「発見とインタラクションの技術 Skills of discovery 
and interaction」「批判的文化アウェアネス Critical cultural awareness」という 5つから成り立つと
いう（日本語訳は松浦・宮崎・福島（2012）を参照）。Byram（1997）のモデルは，言語だけに留
まらない異文化間能力をあげた点に特徴があるが，これは教育を目的としたモデルであり，異文化
間能力について，何をどのように習得していく（習得していった）かという実証的な知見について
は触れられていない。 
 　そこで，本稿は，石川・北村（2016）の発展的分析として，異文化間コミュニケーションにおけ
る異文化間能力について，どのように気づき，獲得・習得していくのかという点を，同一人物を対
象に複数回行ったインタビューから導き出す。分析には大谷尚（2008）（2011）が提唱する質的研
究手法である SCATを用い，ストーリーラインを抽出する。 
 2.2　データの収集 
 　石川・北村（2016）では，モンテネグロでプロサッカー選手として現地のチームに所属していた
日本人選手 12名を対象にインタビュー調査を行ったが，今回は，その延長上の調査としてモンテ
ネグロで行った延べ約 50名のインタビューのうち，滞在歴が長い 4名と，日本に帰国して指導者
を目指している 2名を抽出し，その複数回分のインタビューを分析データとしている。 
 　インタビューは半構造化面接法を用い，事前に準備したインタビューガイドをもとに実施した。
インタビューの所要時間は約 30分～ 1時間程度であり，許可を取って録音して文字化し，データ
とした。 
 　倫理的配慮として，インタビュー協力者には事前に調査の概要と目的，インタビューガイドを送
付した。また，インタビュー当日に，取得したデータは研究目的以外には使用しないこと，個人情
報は守秘され，プライバシーを侵害したり不利になるように使われることはないこと，インタビュー
は録音し文字化してデータとすることを説明して，同意書を取った。 
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 3．インタビュー分析 
 　ここでは，それぞれのケースごとに異文化環境における経験と異文化間能力獲得の相関関係を分
析する。紙面の都合上，SCATによる 4段階の分析手続きの詳細を示すことは省くが，インタビュー
協力者の語りを提示しながら異文化間能力獲得の諸相を論じ，ストーリーラインを抽出する。 
 3.1　ケース 1：A選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 3年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 2年 23歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 2年半 24歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 3年 25歳 モンテネグロ
 3.1.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年，23 歳） 
 　Aはこの時点ですでに約 2年間モンテネグロでプレーしており，当時のインタビュー協力者の中
では最長の滞在歴であった。この当時はチーム内で日本人選手が Aのみだったこともあり，チー
ムでの基本的なコミュニケーションはほぼ現地語（公用語はモンテネグロ語，ただしかつての慣習
から「セルビア語」と表現されるのが一般的）で対応していたようである。 
 　まず，モンテネグロのサッカーについて，メンタル面で日本とは異なると感じた点について質問
した。多くの日本人選手が語ることではあるが，日本のサッカー育成環境では練習から常に全力で
取り組み，試合へ至る過程も含めて評価される傾向があることに対し，モンテネグロでは試合での
結果が何よりも重要視される。Aも当初は日々のトレーニングに対する姿勢の違いに戸惑いを感じ
たようである。 
語り A―1―1：こっちの人は負けず嫌いっていうのがあるんで，普通の練習の時だと，そんなた
いしたことないかなっていうような選手でも，ゲームとかになってくると，また変わってきて。
違う面があったり。…（中略）…正直今でも，慣れてないところはあります。100％でやるの
が当たり前じゃないですか，日本人だと，まじめだし。
 　言語によるコミュニケーションについては，現地語をある程度理解はできるが，自ら発言すると
いう段階には至っていなかった。聞き取りについても，緊張を強いられていたことがうかがえる。 
語り A ― 1 ― 2：僕しゃべることあんまできないんで，聞くのは何となくは分かるんですけど，で
まあ，聞くことに関しては，何しゃべってるんだろうっていう流れを探りながら。…（中略）
…前は（現地語を）しゃべる（日本人の）先輩がいたっていうのもあって，教えてくれてたん
ですよ。細かい話はあんまりわかんないんですけど，おおざっぱに使う単語とかは，日本語で
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教えてくれてたんで。今それが，活きてるっていうのもありますし。…（中略）…（会話をす
る時は）集中しますよね，すごく。全部を聞き取らなきゃって。
 　異文化環境での生活面においては，滞在歴が約 2年ということもあり，当初感じていた戸惑いも
克服されつつある時期であったようだ。 
語り A ― 1 ― 3：僕，几帳面っていうか，潔癖症なところがあったんですよ。水飲めなかったりと
か，あんまり好きじゃなかったんですけど，こっちきたらまあ関係なく，やるしかない。抵抗
ありましたね，ちょっと。…（中略）…日本だったら俺，絶対飲めないなーとか思って。でも
まあそれしかなかったら，しかたがない。…（中略）…最近は，最初来た時はなんか違いって
いうのをいろいろ感じたと思うんですけど，それを感じなくなってきてるってのが慣れたのか
なっていうのが，ちょっと思いますね。
 
 　さらに，この環境でのパフォーマンスを安定させるために，日頃から生活面を整える工夫をして
いることが語られる。 
語り A ― 1 ― 4：なるべく，自分の中で生活リズムっていうのは一緒にしようと思ってるんで，ま
あ寝る時間だったり起きる時間だったりっていうのは，なるべく一緒にして。食べる物も，制
限したりとかもしてるんで。…（中略）…とりあえず自分のできる範囲のことは。そういうと
ころを気をつけるようになりましたね，こっち来て。ないものはないでもう仕方ないんで，あ
るものでやるしかないし，持ってくるしかないし。
 
 　最後に，今後も海外で挑戦を続けていくにあたって自分に何が必要だと感じているか質問した。
Aを含めモンテネグロでプレーする日本人選手にとって，モンテネグロはあくまでステップアップ
の場であるため，現地語であるモンテネグロ語の習得が必須という回答ではないが，やはり「語学
力」は必要だと考えていることがわかる。この段階では言葉の問題で緊張を強いられる付き合いに
も，自然に行けるようになれば，それはチームメイトとの関係を構築することにつながると感じて
いたようである。 
 語り A ― 1 ― 5：そうですね，単純に英語は必要かなと思いますね，やっぱり。語学は必要ですし，
もうちょっとチームメイトと，仲良くなるっていうか，…（中略）…コミュニケーションのう
ちにそういうのって入るじゃないですか，付き合いとか，そういうのも，できる限り行った方
がいいのかなとも思いますね。無理しない程度に。…（中略）…自然とできるようになれば。 
 3.1.2　2 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年半，24 歳） 
 　この時期の Aは，怪我による長い戦線離脱を経て，ようやく復帰したところであった。Aが所
属するチームはモンテネグロの山間部にあり，近くに日本語話者は全くいない。そのような中，怪
我で試合に出られず一人考える時間も多かったようである。半年前のインタビュー時と比較して，
積極的かつ具体的に今後の目標とそのための方策が語られる。 
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 　引き続きチーム内に日本人選手がいないこと，また A以外の外国人選手も現地語が理解できる
というチーム環境もあり，Aはほぼ現地語のみで生活している。半年前と比較して，言語によるコ
ミュニケーションに手応えを感じている様子がうかがえる。 
語りA ― 2 ― 1：（現地語で話すメリットは）みんなしゃべりかけてくれるようになりますよね。やっ
ぱりそっちの方が。あと，英語しゃべれない人が多いじゃないですか，こっちの人って。なの
で全員と満遍なくしゃべれるというか誰とでもコミュニケーションがとれるようになるし，…
（中略）…僕はなるべくセルビア語でしゃべるようにしてるんですけど。ただ伝わらないこと
のが多いんで，どうしても，気持ちでしゃべってますね。なんていうんですかね，でも意外と
なんか伝わるんですよね。…（チームメイトとハーフタイムに戦術について話し合った時）…
彼（チームメイト），最初（Aの言っていることが）わかってなかったんですけど，（Aは）何
回もおんなじことしか言ってないのに，途中で気づいてくれたんですよ。
 
 　監督とのコミュニケーションについても，現地語で 1対 1での会話が成立することによって「信
頼関係が生まれる」と感じることが具体的に語られる。 
 語り A ― 2 ― 2：今の監督になってから，監督が僕にしゃべりかけてくることが多いんですよ。そ
こで監督とのコミュニケーションもとれるし，言葉が通じてるかはわかんないですけど，二人
でしゃべることによってコミュニケーションがとれてるのかな，信頼関係が生まれるのかなと
は思いますね。…（中略）…1対 1でしっかりしゃべることが増えてきたって感じですね。…（彼
らにとっての母語で会話することのメリットは）…僕は信頼関係が生まれるとは思いますね。 
 　さらに，たとえ言葉がわかっていなくても，何が自分のためになるのかを考えて行動しているこ
とが読み取れる。チームでのトレーニングにおいて，日本の環境と比較しながら，その違いをポジ
ティブに利用している。 
 語り A ― 2 ― 3：練習内容を僕わかってないときのが多いんですけど，でも一番前に立っちゃうみ
たいな（笑），で堂々と間違えるみたいなのとか（笑）。…（中略）…でもこっちの人って結構
そういうミス多いんですよ。自分たちの言葉だろって思うようなことも聞いてなくて，全然練
習はかどらないとかあるんで。僕がいくらミスっても，そんな気にしてないんですよ。日本だっ
たら怒られる問題だと思うんですよ聞いてないなんて。1回説明したことをできなかったらも
う出てけとか大学の時に言われたことあるし。でもこっちはそれが当たり前で，できなくても
いいから，僕は一番最初に立ってやったりとかしますし。できなくても別になんにも言われる
わけではないし，逆にできたら，いいぞって言われるし（笑）。…（中略）…僕はやっぱり（練
習から）100％でやりたいと思ってるんで。人より練習した方が絶対いいじゃないですか。同
じ練習時間でも，なるべくボール触ったりだとか，いちばん最初にやればいちばん長くできる
わけですし。 
 　このインタビューの 2週間ほど前まで，Aは怪我で 1ヶ月以上試合から離れていた。その間，「プ
ラスの良いイメージがつかめる時間になった」と語る。その結果，この異文化環境に適応しつつあ
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ることも自覚し，その上で自分を変えていかなければならないと考えるようになる。 
 語り A ― 2 ― 4：ちょっとずつ変わっていかなきゃいけないと思って。ここに慣れてきて，落ち着
いちゃってるんじゃないかなと自分でも思ってたんで。怪我して，僕にとってはプラスの良い
イメージがつかめる時間になったなと思って。怪我してもただじゃ終わらない（笑）。成長し
て帰ってきたいなとは思ってるんで。怪我が多いので，サッカー面だけでなく生活面からも，
考え方から変わっていけたらなっていうのがありますね。 
 　具体的に「変わっていく」ための方策が語られる。「ポジティブに」「気持ちを出す」ことにより，
「まわりから気を使われる選手」にならなければならないと気づく。 
語り A ― 2 ― 5：（インタビュー直前の試合で勝てなかったことについて）僕すごい気持ちを出し
てやったんで，まわりからも責められるようなことはなかったんですよ。勝ちたいっていうの
がまわりにも伝わったし，サッカーをポジティブにやってるっていうのが伝わったから，僕に
対してのマイナスのイメージはなくて，…（中略）…僕はもう気持ち出してやった方が，まわ
りから気を使われるし，いいんじゃないかなーと思って。…（中略）…最近気づきましたね。
2年目でやっと。まわりから気を使われる選手（になるべきだと）。僕，けっこう気を使う方だっ
たんで。
 
 　「気を使われる選手になる」ことは，「気持ち」を出して試合に臨み，「チームに必要な存在」に
なることで，「信頼関係」につながるはずだと考えていることが示される。 
語り A ― 2 ― 6：チームのみんなから気を使われる選手になる，…（中略）…王様になるっていう
わけじゃなくて，…（中略）…誰よりも走って，誰よりも勝ちたいっていう気持ちを明らかに
出していけば，それはチームに必要な存在になるし，チームからこいつがやってんだからとか，
こいつこんなにやってるんだからって，みんなもがんばろうってなってくれれば，それは信頼
関係だったりっていう，いい影響を与えられると思うんで。
 
 　そして，コミュニケーションをとる上で「気持ち」が最も大切だと結論づけられる。 
 語り A ― 2 ― 7：大雑把なんですけど，僕の中では「気持ち」がいちばんコミュニケーションをと
る上では大事かなと思いますね。何をするにも全力でやってれば，応えてくれたりとか，認め
てくれたりとか，ていうのはあると思うんですよ。「気持ち」が何なのかって言われるとわか
んないんですけど（笑）。サッカーだったら，どうしても勝ちたいとか，点入れたいとか，守
りたいとか。 
 　Aにとって，この当時所属していたチームはあくまでステップアップの場であり，さらに上のカ
テゴリーへ，サッカー強豪国と言われる国のリーグへと「移籍」することは最大の目標であった。
そのために何が必要で何をすべきかを考え，試合中「気持ちを出す」，チームで「いちばん走る」といっ
たことが必要だという結論に至った過程が段階的に語られる。
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語り A ― 2 ― 8：移籍したいっていうのもあるし，でも移籍するためにまず活躍しなきゃいけないっ
てなって，活躍しなきゃいけないんだったらチームでいちばんにならなきゃいけないし。ただ
技術面でチームでいちばんっていうのはいきなり出来るもんじゃないし。…（言葉で連携をと
りながら）…コンビネーションを使っていちばん（になる）っていうの難しいと思うんで，僕
の中でいちばん走るとか，気持ちを出すとか，ていうのがいちばん伝わるのかなとか。チーム
でいちばんになれるのかなと思って。僕ぜったいその試合でいちばん走ってやろうっていうの
を目標にやってるんですけど，最近は。
 
 　その上で，言葉が流暢ではなくてもチームを鼓舞し，積極的にパスを請求し，パスが来なくても
すぐ戻る，といったような細かいところからひとつひとつ大切にしていくことが「信頼を勝ち得る」
ことになり，「移籍」につながると考える。 
語り A ― 2 ― 9：できればチームを鼓舞して，しゃべれないけど，…（簡単な単語を）…叫んどけ
ばいいんで，ことあるごとに。で，パス来なかったら騒いで，こっちの選手それで終わりだけ
ど，…（パスが来なくてもすぐに戻って）…次のプレーをするっていうのも自分の中で決めて
やれば，信頼っていうのを勝ち得るのかなって。全部は移籍したいっていうのもあるんですけ
ど。でもそのためにって考えて 1個ずつやってったら，そういう細かいところからやっていけ
ば，っていう感じですね。
 
 　このようなひとつひとつの日頃の積み重ねで「信頼」が得られれば，たとえ言葉で伝えなくても
「気持ち」が伝わるはずだと，それもコミュニケーションのとり方の一つではないかと語られる。 
語り A ― 2 ― 10：日頃からやってることで信頼されれば，言わなくても，たぶん大丈夫だと思う
んですよね。試合中，細かいコーチングとか絶対必要だとは思うんですけど，そんなのなしに，
勝ちたいっていう気持ちさえ伝わってれば，…（中略）…しゃべれなくてもこいつはなんとか
してくれるだろうとか，ていうのが伝わってくるから，そういうコミュニケーションのとり方
もありなんじゃないかなとは思いますね。
 
 　このころ，Aにはステップアップとなる「移籍」の話も持ち上がっていた。移籍が現実味を帯び
てきたことが Aに「自信」をもたらし，最終的な目標の明確化につながっていく。自ら考えた目
標を言語化するという行為をポジティブな成果と捉えていることがわかる。 
語り A ― 2 ― 11：（この半年で）モンテネグロに来て楽しめなかったサッカーがすごい楽しくなって
きて。で，なんだろ，ここでやってるのは正直やだなとか思ってたんですけど，ここで結果残し
てないと上あがれないなと思ったし。でも結果出てきて。で，そしたら，移籍できるなって思って。
上のレベルで通用するなと思ったら，現実味もでてきて，いろんなこと考えるようになって。最
終的にはこうしたいっていうのがすごく明確になってきましたね。考えるようになってきました
ね。前は，あ，したいなーぐらいで（言葉に）発せられなかったのが，今は現実味が出てきたんで，
言葉にしていけるようになってきたなと。…（中略）…今は自信が出てきて。2年半目でやっと（笑）。
異文化環境における経験と異文化間能力獲得の相関関係128
 　サッカーを職業としていることへの誇りと感謝，世界に対する広い視野など，半年前のインタ
ビューと比較して，具体的に積極的に上を目指すというメンタルを獲得した。 
語り A ― 2 ― 12：僕，特別な経験させてもらってると思うんで。サッカーでご飯食べれてる，好
きなことでお金稼げてるっていうのもあるんで，もうとことんやって，限界まで突き詰めてっ
て，それでもって，いろんなところ行っていろんな文化に触れていろんな人に出会って，最終
的に日本に帰って落ち着きたいなとか思ってます（笑）。
 3.1.3　3 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 3年，25 歳） 
 　この時期は，引き続き同じチームに所属して 3年が過ぎようとしており，Aにとっては初めて日
本人選手の後輩がチームに入って半年という時期であった。ここまでは怪我も多かったが，この半
年は怪我もなくコンスタントに試合に出場し，試合データからもより一層チームの主力として活躍
していることが見て取れる。インタビューでも，周りの状況の変化と自身の心境の変化の相関関係
が具体的に語られている。なお，このインタビューは後輩の日本人選手と同時に行った。 
 　このころの Aは滞在歴の長さもあり，特にサッカー用語に関する現地語にはほぼ不自由しなく
なっている。試合中，チームメイトからの指示で動くのではなく，自分から現地語で指示を出し，チー
ムメイトを動かす立場になることで，「信頼が得られる」ようになってきていると語られる。 
語り A ― 3 ― 1：（現地語によるチーム内での議論などが）自分でできれば，視野がまた広がって
きて，コーチングも自分からできることによって，まわりからの信頼とかも得られようになっ
てきてる。…（中略）…しゃべるってのは結構大事だなと，実感しましたね。
 
 　純粋な意味での語学力はそう簡単にはあがらないが，勝ちたいという気持ちをプレーで見せるこ
とはできる。Aはこの半年前，滞在歴 2年半時点でのインタビューで，チームメイトの誰よりも気
持ちを出してプレーするようにしていると話していた。そこから少し成長して，今はプレーで見せ
ることに加えて，自らの意見を積極的に発言することで「信頼」が得られると実感しているようで
ある。 
語り A ― 3 ― 2：僕たち（A本人と後輩日本人選手）は頭良くないんで（笑），やっぱしゃべるの
苦手なんで，そういうことを考えると，やっぱプレーで先に示していくのがいいのかなとは思
いますけど。で，僕は，そこからちょっと成長して，しゃべれるようになってきて，今実感す
るのは，しゃべれると，それもそれで信頼に変わるな，と。
 
 　後輩の日本人選手がチームに入ったことが，これまでは Aが本当に現地語を理解しているのか
半信半疑だったスタッフやチームメイトに，Aの語学力の向上を示す機会につながった。後輩が来
たことが「プラスになった」と捉えている点が注目される。
語り A ― 3 ― 3：（後輩の日本人選手がチームに）来て，通訳するようになって，あー理解してる
んだなっていうのが伝わったんだと思いますね。今までは理解はしてるんですけど，僕がしゃ
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べれなかったんで，こいつわかってんのかなっていう感じもあったんですけども，僕が（後輩
日本人選手）に伝えて，（彼が伝えられたことを）できることによって，僕が理解できてるっ
てのもたぶんわかると思うんで，…（中略）…だからちょっとプラスになりましたね。
 
　同じチームに所属して 3年という時間は，Aの周りの状況を変化させた。それを「立ち位置が変
わった」と表現し，「チームを引っ張らなければならない」と自覚している。そして，それが「難しい」
と感じる段階のようである。 
語り A ― 3 ― 4：僕の立ち位置が変わったっていうのはありますね。…（中略）…チームを引っ張
らなきゃいけないプレーヤーが抜けて，ベテラン勢は結構いるんですけど，チームの中だと僕
も結構 3年って長くいるんで，僕もチームを引っ張らなきゃいけない選手になったっていうの
もあるんで，…（中略）…引っ張らなきゃいけないプレーっていうのがちょっと難しいなと思
いますね，最近は。
 
 　ここでも「チームを引っ張る選手」になることは，移籍後のことも視野に入れての考えであるこ
とがうかがえる。 
 語り A ― 3 ― 5：いつまでも下の方で，下で引っ張られる選手だと上にいけないと思うんですよ，
いくら能力があっても。次は引っ張る選手になっていかないと，次（ステップアップしてハイ
レベルなチームに）行った時に，誰かがやってくれないと僕もできないってことになってしま
うので，上に行くんであれば，引っ張られる選手から引っ張る選手になっていかないといけな
いなと思いますね。 
 　半年前からこのインタビューまでの間に，Aにはステップアップとなる移籍話が持ち上がってい
たが，残念ながらそれは実現しなかった。しかし，結果としてこの移籍話は Aに「自信」をもたらす。
ここで注目したいのは，半年前は「移籍したい」という願望が強く印象付けられるインタビューだっ
たことに対し，今回は冷静に客観的に，移籍に向けての心境の変化が語られることである。 
 語り A ― 3 ― 6：前は自分がそんなに活躍できてなくて，上に行きたい，移籍したいっていう気持
ちが出すぎてたんで，ちょっと空回りしてた部分もあるのかなとは思いますね。今は移籍した
いだけじゃなくて，…（中略）…最悪，残って，チームに貢献してから移籍，でも遅くないなっ
ていう考えにはちょっと変わりました。（この移籍話で得たものは）行けるんだなっていう自
信がいちばん大きかったかなと思いますね。 
 　移籍を含め周りの環境の変化は，選手個人の強い意志だけではどうにもならないことも多々ある。
自分が「チームの中心」になることによって，環境の変化に振り回されないメンタルを獲得するこ
とになる。 
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 語り A ― 3 ― 7：引っ張られる選手から引っ張る選手に変わったっていうのが一番でかいかなって
思いますね。それによって，自分がチームの中心になっていくことによって，振り回されるこ
 ともなく，周りを振り回すぐらいの勢いで（笑）。…（中略）…いろいろ大変な半年だったん
ですけど，結果振り返ってみると，すごく充実していて，自分で調子を上げることもできたん
で。結果からいうと，すごいいい半年を，いちばんいい半年を送れたかなと思います。 
 3.1.4　ストーリーライン（A選手） 
 　滞在歴約 2年の時点のインタビューでは，サッカー強豪国と言われる国のリーグに移籍してス
テップアップするといった具体的な話題は語られないが，約 2年半の時点では，「移籍」をするた
めに自分を変えていかなければならないと考えるようになる（語り A ― 2 ― 4）。そのために何が必要
で何をすべきかを考え，試合中「気持ちを出す」，チームで「いちばん走る」といったことが必要
だという結論に至った（語り A ― 2 ― 8）。「チームに必要な存在」になれば，それは「信頼関係」につ
ながり（語り A ― 2 ― 6），たとえ言葉で伝えなくても「気持ち」が伝わるはずである（語り A ― 2 ― 10）。
よって，コミュニケーションをとる上で「気持ち」が最も大切だと結論づけられる（語り A ― 2 ― 7）。
滞在歴約 3年時点のインタビューでは半年前よりもさらに現地語に不自由しなくなり，プレーで気
持ちを見せることに加えて，自分から指示を出してチームメイトを動かす立場になることで，「信
頼が得られる」ようになってきている（語り A ― 3 ― 1）。周りの状況が変化したこともあり，「チーム
を引っ張らなければならない」存在になった（語り A ― 3 ― 4）。移籍話は Aに「自信」をもたらし（語
り A ― 3 ― 6），自分が「チームの中心」になることによって，環境の変化に振り回されないメンタル
を獲得することになった（語り A ― 3 ― 7）。 
 3.2　ケース 2：B選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 2年半（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年半 24歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 2年 25歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年半 25歳 モンテネグロ
 3.2.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，24 歳） 
 　この当時の Bはモンテネグロでプレーして約 1年半，この間，同じチームに所属してほぼ全て
の試合に出場し続けていた。ただ，Bの所属するチームはモンテネグロの 2部リーグであり，この
ころの Bはチーム全体のレベルに物足りなさを感じていたようである。思い通りにいかないこと
も多い中で，いかに対処し自らのメンタルを保つか，といったことが語られる。 
 　まず最初に，モンテネグロでのプロサッカー選手としてのキャリア開始当初のことについて質問
した。Bがチーム内で使用する言語は基本的に英語ということだったが，互いにネイティブスピー
カーではない状況で，コミュニケーションスタイルの違いに戸惑い，言いたいことが伝えられない
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もどかしさを感じていたことがわかる。 
語り B ― 1 ― 1：大変だと思ったのは，やっぱり言葉，まずそこは絶対大変で，…（中略）…向こ
うの感覚の問題なんで，そこは何とも言えないんですけど，言うことがちょっと変わっちゃう，
ちょっと矛盾なとことかあったり。こっちもなんかこう，なんか言いたくてもやっぱり言葉が，
日本語だったらいつもぱっと出るけど，言葉がわかんないから出なくて，思いが伝えられない
みたいな。いやこうじゃない，とか言いたいけど，あ，何て言っていいかわかんない，ってなっ
てもうそこは流れちゃうみたいな。今でもちょっとそうですけど。
 
 　1年半所属してチームの主力として活躍していたこの当時であっても，Bの意見が簡単に受け入
れられていたわけではない。 
 語り B ― 1 ― 2：戦術に関して，言っても，なんかお前日本人だからサッカー知らねえだろみたい
な感じに思われてる。で，そもそもそれを話したところで，それを実行できるレベルのチーム
でもないんで。…（中略）…僕自身が，まわりから認められてたらたぶん意見が通るみたいな，
そういうのは（思いますが）。 
 　このように思うようにいかないことも多い中で，どう伝えるかというよりは，「自分が工夫して
動いた方が，労力がかからない」と話す。伝わらないことにこだわりすぎないことで対処していた
ようである。 
語り B ― 1 ― 3：どっちかっていうと，味方を動かす労力より，味方にこうしてって言って，そい
つを思ったように動かす労力より，自分が工夫して動いた方が，労力かからないんで。伝えて
やってくれって言っても，やってくれないんで。…（中略）…だからもうそれやるんだったら
自分がそれをカバーするじゃないけど，そっちに労力をつぎ込んだ方が。…（言いたいことが
あっても自分の中で）…割り切る方が多いかもしれないですね，どっちかっていうと。自分で
消化する方が多いかもしれない。
 
 3.2.2　2 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年，25 歳） 
 　初回のインタビューの後，Bは同じ 2部リーグの別のチームに移籍した。この移籍は，半年前ま
で 1年半所属していたチームの監督に請われてのものであり，監督と同時に新チームに移ってい
る。そのような背景もあって，移籍して半年当時の Bはチームの精神的支柱としての役割も果たし，
名実ともに中心選手としての活躍を見せていた。 
 　引き続きチーム内での使用言語は英語とのことだったが，以前と比べて現地語が若干わかるよう
になったことで，場面によっては「自分で意思を伝え」て，「駆け引きができる」ようになったと
感じている。 
 語り B ― 2 ― 1：半年前より単語単語ですけどセルビア語がわかるようになって，今までだったら
英語しゃべれる奴に自分が言いたいことを言って，そいつを介して伝えるみたいな感じだった 
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のが，今度自分が直接言えるようになったんで，駆け引きもできるようになりましたね。…（中
 略）…自分で意思を伝えることができるようになったのはでかいかなと。（以前は）第三者を
通して言ったら，断られやすかったんで。 
 
　Bは半年前のインタビューで，チームメイトに意見を言っても簡単には受け入れられないと話し
ていた。しかし，移籍後はチーム内でBの意見はよく通るようになっている。そこには試合に出て「結
果を出す」ことで，チーム内で「認められた」ことが要因の一つにあげられる。
語り B ― 2 ― 2：ほんとに，自分の意見が通るのとかは，地位じゃないですけど，試合に出て，認
められて，ってなって初めて意見が（通る）。そういう交渉事がうまくいくのはそこからかな
みたいな。自分が結果出してから，そういう自分の意見だったり，っていうのが通っていくの
かな，交渉事とかうまくいくのかなとはすごい感じましたね，こっち（新チーム）来て。
 
 　以前のチームでは，意見が通らないので自分で工夫して動く，相手を動かすより労力がかからな
いからと話していたが，このころは意見が通るようになったため，試合中チームメイトに自分に合
わせて動くよう，要求できるようになった。 
語り B ― 2 ― 3：（自分で工夫して動くのは）意見が通らないときで，相手主体でこっちが合わせ
ていくみたいな感じですけど，今度意見が通るようになったら，お前オレに合わせろよみたい
なのが，できるようになってくるんですよね。…（中略）…今はけっこう，（自分で工夫して
動くという）感覚がなくて，逆に，これはいやこうだろみたいなのが，で向こうがごめんごめ
んみたいな感じの方が多いんで。
 
 　このように，チーム内で Bは中心選手として活躍して認められ，この環境におけるコミュニケー
ションも成立して，試合中もチームメイトを自分に合わせて動かすことができ，チームになくては
ならない存在となっていた。しかし，Bは現状に満足しているわけではなく，2部リーグでのこの
状況を「当たり前だと思っている」と語る。 
 語り B ― 2 ― 4：実際なんかこう，今，僕が試合に出て，（チーム内で）地位があってみたいな感
じ（に見えるかもしれませんが），僕が思うに，このレベルだったら，たぶん当たり前にでき
るんですよ。ていうかできないと，それこそ日本帰った方がいいんじゃないかぐらいだと思い
ます。だから僕は全然，今はこう良い悪いとかじゃなくて，当たり前だと思ってる。 
 　当然のことながら，他の日本人選手同様，Bにとってもステップアップとなる移籍は最大の目標
であったが，Bはここまで移籍に関して満足な結果は得られていなかった。半年前の移籍について
も，最高の選択肢とは言えない中での決断であり，そういった経験は Bにある種の心境の変化を
もたらした。 
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語り B ― 2 ― 5：すごい変わったかも 1年前と。1年前とかは，絶対（移籍してサッカー強豪国に）行っ
てやろみたいな，そんな感じでした。で，それがまあダメで，なんか今は逆に，…（中略）…と
りあえず今できることは，今ここを全力で一生懸命生きることで，それをもう積み重ねて，後は
もう神様にお任せしますよみたいな。もちろん，自分の中で，あそこの国に行ってプレーしたい
とかはもちろんありますけど，だからこそ，そのプロセスが一番大事なんじゃないかなと。…（ス
テップアップしたいという思いが）…ある上で，なんかそこをこう，めっちゃ願うっていうよりは，
自分に合ってるのは，今にフォーカス当ててやることかなと思ってるんで。そこで（次は）どこ
に行くのかなみたいな，そこにちょっと楽しみがあるんですよね（笑）。
 　確かに現チームでは全てが上手くまわっているが，当然，次はさらに上のカテゴリーを目指すこ
とになる。そこでまた，全てが上手くいくとは限らない。 
 語り B ― 2 ― 6：また次，たぶんチーム変わったら変わったで，またゼロスタートなんで同じよう
に，辛いことが待ってると思います。 
 3.2.3　3 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年半，25 歳） 
 　この時期，前回のインタビューの後に移籍した Bは，モンテネグロ 1部リーグのチームに所属
していた。これまでとはカテゴリーが 1つ上がったが，シーズン開幕直前の移籍だったことなども
あって，移籍後しばらくは思うように出場機会が得られず，Bにとっては試練の時を過ごすことに
なった。インタビューは 3ヶ月ほど出場機会がなかった時期の後，試合に出始めて 1ヶ月弱の頃に
行った。この半年間の心境が率直に語られる。 
 　Bの海外滞在歴は約 2年半となり，周りの環境も変化したこともあって，コミュニケーションに
対する考え方にも変化が現れている。 
語り B ― 3 ― 1：（コミュニケーションを）とってないとは思わないんですけど，でも自分から積
極的にとりに行こうと思うこともなくなったかもしれないですね。それはなんかこう，なじん
じゃったのかなとも思います正直。別にコミュニケーションそこまでとらなくても。…（中略）
…僕自身のメンタルが変わったのかわかんないですけど，最初どっちかっていうとプレーで認
めてもらうよりそっちのコミュニケーションに人間として認めてもらってみたいな感じから，
なんかそこはもう，省いちゃってるのかな，コミュニケーションとるのを。もうコミュニケー
ションは後からついてくるでしょみたいな話かもしれないですね。プレーやりながら自分が，
プレーでも認められてってなったら，自然に周りは信頼して声をかけてくれるようになるから。
 　海外でプロサッカー選手としてのキャリアをスタートさせた当初の考え方と比較して，今は「量
より質」を重視するようになったのではないかと考えていることがわかる。 
 語り B ― 3 ― 2：（モンテネグロに来た当初は）積極的に自分から，こっちの国の選手に，積極的
に声かけて，しゃべれないながらも，しゃべんなきゃみたいな感じで思ってたんですけど，意 
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外とそんな量は必要じゃないのかもしれないですね，そう考えると。あんまり会話の量は必要
 じゃないかもしれない。…（中略）…発する言葉の量より質の面が良くなったのかなみたいな。 
 　さらに，初回と 2回目のインタビュー時にどちらも言及があった「意見が通る」こととチーム内
で「認められる」こととの相関関係について，チームのレベルがあがったことで，また新たな観点
から語られる。 
語りB ― 3 ― 3：最近は，最初っからずっと試合出てたわけじゃないんで，ま意見は自然と通んないで
すよね。意見を言わないですけど，もはや今は。…（中略）…実際 1部になって，選手のクオリティ
も上がったから，2部みたいに，自分が味方に対してストレスを感じる部分が，すごい少なくなり
ましたね。自分が許せるミスの方が多いんで。2部とかだと，え？嘘でしょみたいなミスをされて，
自分の意見を言ったりとか，自分に投げかけられる意見とかも，自分に落とせない，自分の中で消
化できない意見とかを受けるから，いやいやと，それは違うだろ，とかなることもあったんですけど，
こっちだったら，言われることも，味方自体もそんな，え？みたいなのもないし，自分に指示して
くることも，自分の中で腑に落ちることの方が多いんで。意見言うのも，減りましたね。
 
 　1部のチームに移籍して，シーズン開幕から 3ヶ月ほどの間，Bはほぼ出場機会がないという状
況が続いた。Bのプロサッカー選手としてのキャリアの中で，これほど長い間，試合に出られない
という状況は初めてであった。その間の心境が率直に語られる。 
 語り B ― 3 ― 4：僕の中では，練習で，自分のパフォーマンスのクオリティとか，そういうのを考
えると，戦力外っていうのは，自分の中では納得いかなすぎたんですよね。それをずーっと，（こ
のチームに）来たときからこう，まだ（出場機会は）来ないか，まだやり続けなきゃいけない
と，1週間 2週間，まだ来ないかまだやり続けなきゃいけない，で 1ヶ月経って，まだ来ないか，
あれおかしいな，で 2ヶ月，あれ？と，あこれマジかと，ってなったときに，いやこれちょっ
と考え方変えなきゃいけないなと。考え方っていうか，やり方ですかね，そういう面ではその，
自分がチームに，チームメイトに認められなきゃなと思いました。なんかそういう，周りの雰
囲気からこう，あいつできるっていう。…（中略）…自分の中で，監督に直接的に，監督が評
価してくれなかったら，周りの雰囲気から動かすしかないかなと思って。 
 　それは，積極的にチーム内での地位を上げる努力をしたというよりは，「自然現象」とも言える
と話す。チームメイトに認められていると感じたことが，試練とも言える 3ヶ月を乗り越えられた
要因の一つだと捉えている様子がうかがえる。 
 語り B ― 3 ― 5：地位を上げるっていうか，練習の中で，自分のやってたことだと，自然とみんなナ
イスプレーとか増えて，あいついいねって自然に増えてくるから，自然な現象と言えば自然現象
なんですよね結局。…（中略）…だから僕がめげずに頑張れたのも，チームメイトの上手いやつ
とか，それこそ海外とかでやってて，チャンピオンズリーグとか出てる奴らが，お前いいプレー
ヤーだから俺いつも監督に使えって言ってるんだよ，みたいな感じで言ってくれてたのが，支え 
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 になってたなとは思いますね。チームメイトに支えられたっていうか。みんなじゃないですけど。
そういう奴らに支えられたっていうのはすごいありますね。後はもう，選ぶの監督だから。 
 　ここで注意したいのは，Bが「自然現象」とも表現しているように，Bは決してチーム内で「認
められようと」努力したわけではない。あくまで「現実を変えるために」努力したのであって，頑
張るか頑張らないかは自分次第，その頑張りを認めるか認めないかは相手次第である。 
 語り B ― 3 ― 6：認められようと努力したわけじゃないです。…（中略）…今の現実を変えるため
に，頑張るか頑張らないかは，僕が選べる。でも，その頑張りを認めるか認めないかは相手だ
から，そこはあんまり気にしないようにしてる。そこは僕では変えられないこと。だから，認
められなくても，なんでみたいな，なんであいつ認めてくれないんだ，なんで俺を使わないん
だ，っていう，ネガティブなものは，できるだけ，そこに持たないように，…（中略）…そこ
にエネルギーをあまり使わずに，自分ががんばることにエネルギーを使いました。自分ががん
ばって，自分が変われば，その考え方を変えれるかもしれないから。 
 　「サッカー選手としていちばん辛いのは試合に出られないこと」であり，この半年は今までに経
験したことのない試練を味わった。それでも，シーズン終盤は出場機会を得て，レギュラーとして
活躍した。「ひっくり返せた」ことは，「人間としての成長」につながった。 
語り B ― 3 ― 7：サッカー選手としていちばん辛いのは試合に出られないことだと思うんで，その
部分ではやっぱ辛い。もちろん試合出れない，戦力になってないっていうのは，今までなかっ
たので。その分やっぱりしんどかったと思いますね。…（でも）…いい半年でした。その時々
は，すごい嫌な思いとかはありましたけど。いやでも，辛かったっていう事実は変わらないで
す，一生。辛かったのは間違いないんですけど，良かったって思いたいのは，なんでしょうね，
今の自分で間違いないよって自分で思いたいから，過去を良かったことにしようとしてるんで
すかね，わかんないですけど。難しいな。この半年，大変でした。でも良かった部分もありま
す。人間としては成長できたかなとは思います。約 3ヶ月，今，結果論で言えば，ひっくり返
したと，この状況を。その 3ヶ月中に思ったのは，俺これひっくり返したら，これからどんだ
け辛いこと起きてもひっくり返せる気がするわ，っていうふうに思いながら，やってて，ひっ
くり返せたから，よかったっちゃよかったですね。よく頑張った自分って，言ってあげたいで
す（笑）。
 
 　日本を出てから約 2年半，ここまでの道のりには遠回りも多かった。この時間をどう捉えるか，
全ては「サッカー」という枠組みの中だけで捉えられるべき問題ではない。おそらく，ここが異文
化環境であることすらも，Bにとっては大きな問題ではない。「人間としての成長」は全世界，全
年齢で共通して肯定されるべきものであろう。そこに無駄なものはない。 
 語り B ― 3 ― 8：僕は，この 2年半を，今の自分の現在地を納得してるわけじゃないんですよ。で
も，ここ（この 2年半）を認めたら，今の現在地を納得することになるから，全部を肯定する 
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 ことはできない。でも全部を無駄とも言えない。…（中略）…人生，人間としての成長ってい
う面で見たら，無駄なことはなかったなと思います。 
 3.2.4　ストーリーライン（B選手） 
 　モンテネグロでのプロサッカー選手としてのキャリア開始当初は，互いにネイティブスピーカー
ではないチーム内で，コミュニケーションスタイルの違いに戸惑い，言いたいことが伝えられない
もどかしさを感じていた（語り B ― 1 ― 1）。滞在歴約 1年半の時点でも，チームの主力として活躍し
ていても意見が簡単に受け入れられていたわけではない（語り B ― 1 ― 2）。そのような中で，伝わら
ないことにこだわりすぎず，「自分が工夫して動いた方が，労力がかからない」と考えていた（語
り B ― 1 ― 3）。移籍後の滞在歴約 2年の時点では，Bの意見はチーム内でよく通るようになっている。
そこには試合に出て「結果を出す」ことで，チーム内で「認められた」ことが要因の一つにあげら
れる（語り B ― 2 ― 2）。1部リーグに移籍後の滞在歴 2年半の時点では，チーム全体のレベルが上がっ
たこともあり，もはや意見を言う必要をあまり感じなくなっている（語り B ― 3 ― 3）。この時期は，
長期間試合への出場機会が得られないという，今までに経験したことのない試練を味わった。それ
でも，その状況を「ひっくり返せた」ことは，「人間としての成長」につながることとなった（語
り B ― 3 ― 7）。 
 3.3　ケース 3：C選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 2年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年 22歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 1年半 23歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年 23歳 モンテネグロ
 3.3.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年，22 歳） 
 　初回インタビュー時の Cの海外滞在歴はモンテネグロ約 1年，この当時所属していたチームに
移籍してから約半年という時期である。ほぼ全ての試合に出場し，ディフェンスラインでチームの
主力として活躍していた。 
 　メンタル面で日本と異なると感じた点に関して，サッカーに対する姿勢について「メリハリがしっ
かりしている」と語る。それはCにとっては二面性があると捉えられ，「ネガティブでもありポジティ
ブにも」感じていることがわかる。 
語り C ― 1 ― 1：外国人は，やるときはやる，やらないときはやらないって，はっきりしてる，そ
ういうところが確かに違うなって感じましたね。100％でやるところと，50％でやるところの
メリハリがしっかりしている。日本は，そこがなんかもう，常に 100％でやらなくちゃいけな
いって考えてるんで。考え方の違いっていうか。モチベーションのスイッチのオンとオフが，
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しっかりできるなっていうのを感じてます。…（中略）…僕からしたら，今言ったことと逆で，
ボール回しから 100％でやりたいっていうのが，自分では思うんですね。そこが，僕としては
ネガティブでもあり，ポジティブにも感じる部分ですね。
 
 　言葉に関しては，モンテネグロに来た当時から積極的に現地語を使用し，言葉で伝わらなかった
としても，意思の疎通にそれほどストレスを感じてはいなかった。 
語り C ― 1 ― 2：こっちのセルビア語の単語とかでは，サッカー用語は全部（頭に）入れといて，
そこでの困惑とかはなかったです。自分のやりたかったプレーに対して言えないのはやっぱり
難しかったですけど，でも，そこも，体で表現するじゃないですけど，ほんとに伝えたい時は，
適当に英語も言うし，そこに分かってるセルビア語の単語，サッカー用語とかでも，言って，体，
身振り手振りでやれば，分かってくれるんで。
 
 　言葉に頼らず意思の疎通を図るために，相手が何を考えているか「読み取る」能力，相手を「理
解する」姿勢が示される。伝わらないことにこだわりすぎない意識の必要性を認識していることが
注目される。 
語り C ― 1 ― 3：自分がやる（伝える）ときは手とかで表現しますけど，読み取る時はけっこう，
僕の場合は顔と手で，言葉あんまり入れないですね。…（中略）…どっちにしろ（相手が）近
くにいても（言葉で）伝えられるかわかんないんで，自分の中で解釈して，今のは自分が悪かっ
たとか，あいつはたぶん，右側に欲しかったとか左側に欲しかったっていうふうに，もう自分
で答え出しちゃって，次のプレーに行くようにしています。俺は左側に出したかったんだけど，
あいつはたぶんこっち側で欲しかったんだなっていうふうに，理解して，もうそれは言わない
で，次はじゃあそうしようと，あいつに合わせてプレーしようと。
 
 　モンテネグロのサッカー環境は日本と比べて決して恵まれているとは言いがたいが，この当時の
Cにとってこの場所は「サッカーに集中できる」環境であり，それはプラスの成果として現れてい
るようである。ここで結果を出して，将来的には日本でお世話になった人たちに見てもらいたいと
語る。 
 語り C ― 1 ― 4：我慢強くなりましたね。…（中略）…我慢強さでありハングリーさでありってい
うか。…（中略）…自分の場合，1週間日本にいたら，こっちに戻りたくなってきちゃうんで
すよ。サッカーに集中できてるのもあるんですけど。…（中略）…自分としては，もうちょっ
と海外でサッカーを続けたいという気持ちもありますけど，なんとか結果出して，Jリーグで
やりたいっていうのが夢なんで，で，親に見てもらってっていうのがサッカーでは目標です。 
 3.3.2　2 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，23 歳） 
 　この当時の Cは引き続き同じチームで主力として活躍していたが，チームとしての成績は振る
わず，シーズン途中で監督が交代するなど周りの状況が変化した時期でもあった。またチーム内の
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日本人選手が Cのみとなり，必然的に日頃の会話も全て英語か現地語という，Cにとっては初め
ての経験をすることになったが，ポジティブに捉えて上を目指す様子が語られる。 
 　もともと Cはそれほど英語に自信があったわけではないようだが，チーム内の外国人同士でコ
ミュニケーションをとるという経験により，英語での会話を「おもしろい」と感じるようになった
ことがわかる。 
 語り C ― 2 ― 1：（去年まで宿舎では）日本語でずっとしゃべってたけど，この半年，韓国人と一
緒だったんですけど，そこは会話絶対英語なんで。それから，今はいないんですけど，ガーナ
人がいて，すごい聞き取りやすい英語で，自分が単語並べてもちゃんと聞き取ってくれる感じ
だったんで，恥ずかしさもなく全然しゃべれて，そこがいちばんの英語が，上達じゃないです
けど，しゃべってておもしろいなって思いました。 
 　さらに，シーズン途中に交代した新しい監督との関係について語られる。英語による監督とのコ
ミュニケーションがスムーズになったこともあり，監督との信頼関係が生まれていることがうかが
える。そこに，語学力の重要性を感じているようである。 
 語り C ― 2 ― 2：今の監督はもうばりばり英語がしゃべれる方なんで，自分の意見はあんまり伝え
られないですけど，向こうからの意見は積極的に英語でしゃべりかけてくれるんで，そこも勉
強になりますし。練習前とか試合前は絶対ミーティングするんで，僕とか韓国人の友達には，
個人的に全体のミーティングが終わった後に英語で。…（今の監督はミスを外国人のせいにす
るというようなこともなく）…信頼はめちゃめちゃしてます。…（中略）…監督が代わってか
ら特に，（語学力がいるなと）思いました。 
 　チームメイトとの関係については，リーグ最下位というチーム状況の悪さもあり，チームの主力
として活躍している Cであっても，簡単には「信頼」が得られない。 
語り C ― 2 ― 3：地位的には，去年の秋，リーグが始まったときからいるチームメイトからはたぶ
んすごい信頼されてると思いますけど，やっぱり途中から入ってきた選手には，同等，同等じゃ
ないですけど，下に見られる部分は感じます，やっぱり。
 
 　そのような中でも，サッカー用語に関しては現地語を駆使し，声に出すことによって「信頼を勝
ち取り」，相手から「意思の疎通を図ってもらえるように仕向ける」という工夫が語られる。 
語り C ― 2 ― 4：僕の場合は，プライベートの（現地語）はわかんないですけど，サッカー用語は
基本的にわかるんで，声だして，信頼を勝ち取るじゃないですけど，意思の疎通を図る，そこ
で自分が声だしてプレーすることによって，向こうから，こいつはセルビア語はわかんないけ
ど，サッカーの用語に関しては言えるから（というように），向こうからの意思の疎通を図っ
てもらえるように仕向けるようにはしてます。…（中略）…自分からはいけないっていうか，
いきたいですけどやっぱそこには言葉の壁があるっていうか，なんで，…（中略）…向こうか
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ら意思の疎通を図ろうと思われるようにプレーしてます。
 　異文化環境に身を置いて 1年半，この環境に対してストイックに向き合い，さらに「成長」した
いと考えるようになった。 
語り C ― 2 ― 5：日本が恋しくなくなった，恋しくなくなったっていう言い方は変ですけど，もっ
と成長したいっていう欲が出てきた。人間としても，プレーヤーとしても。やっぱ日本に戻る
と，何でも揃ってしまうんで。変な欲が出てきちゃうんですよ。それを断ち切るじゃないです
けど，こっちにいればそんな心配もないんで。
 
 　そのために最も必要なものは「コミュニケーション能力」と考え，「メンタル」の更なる成長を
目指す姿勢が示される。 
語り C ― 2 ― 6：やっぱコミュニケーション能力はいちばん必要だし，もっとメンタルですよね。
技術云々はもう，やっていくしかないんで，成長するところの技術は磨いて，…（中略）…い
ちばんコミュニケーションと，もっとメンタルの部分だと思います。
 3.3.3　3 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年，23 歳） 
 　前回のインタビューの後，Cは同じリーグの上位チームに移籍した。モンテネグロの中では恵ま
れたチーム環境であり，チームメイトのレベルも上がって，Cに求められることも当然より高度に
なっている。そのような中でも半年通してチームの中心選手として活躍し，より具体的に自らの役
割を理解してそれに応えることで，手応えを感じている様子が語られる。 
 　モンテネグロに来た当初から Cはピッチ内での現地語の必要性を自覚しており，意識的に学習
した上でチームに合流していた。モンテネグロ滞在歴も 2年が過ぎ，全く問題ないレベルになって
いる。 
 語り C ― 3 ― 1：（試合中のコーチングは）完全にセルビア語です。全然そこは問題ないです。昨
日も審判と，審判もなんかちょっともうセルビア語わかってるよなみたいな感じでしゃべって
きてくれるんで，そこはまあ良い方向っていうか，審判が言ってることもわかるんで，って感
じですね。 
 　試合中に現地語を操ることは，異文化環境でサッカーをする上での「最低条件」だと強調される。 
 語り C ― 3 ― 2：やっぱりそこの国の言葉しゃべれないと，向こうの選手にもたぶんストレスだと
思うし，こっちにとってもストレスなんで，サッカー用語は全部覚えておかないと，苦しい。
ストレスも与えちゃってると思うんで。最低条件ですね。ほんとの最低条件だと思います。サッ
カーやる以上の。 
 　Cはこのシーズン中にサイドバックからボランチへのコンバートを経験した。ポジションが変わ
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り，試合中のコーチングにも求められることが若干変わってくるようである。 
 語り C ― 3 ― 3：基本的には一緒ですけど，うーん，なんだろう，人数が違うというか，出す，指
示する人数が違ってくるんで，そこはちょっと大変です。基本的にサイドバックだと前の選手
 とセンターバックの選手ぐらいですけど，ボランチにいると，言って，聞いて，っていうのも
あるんで。それはちょっと大変ですね。…（ボランチはより信頼関係が大切だと）…めっちゃ
感じてますね。 
 　そのような中で，チーム内で認められるためにやはり「結果」が大切であり，現在の Cのポジショ
ンであるボランチとしての「結果」とは何かについて日頃から熟考していることがうかがえる。以
前のインタビュー時と比較して，「期待」についても「結果」についてもより具体的に語られてい
ることが注目される。
 語りC ― 3 ― 4：やっぱり結果残したら結局認めてくれるんで。結果は大事だと思います。…（中略）
…今，自分が思う結果っていうのは，監督の期待に応えられる結果だと思うんですよ。点を取
るっていうのは，一番の目に見える結果ですけど，監督の期待に応えられる結果っていうのが，
たぶん今必要なんじゃないかなと思いますね。監督が今，自分に対してはディフェンス面で求
めることが多いんで，そこである選手を止めてほしいとか言われたら，そのミーティング全体
で，自分に対して言ってくれるんで，ほかの選手も理解するわけじゃないですか，この選手は
こいつが止める（ということを）。だからそこの選手を止めていれば，こいつやっぱ，ここに
いてくれた方が安心だわとかって思ってくれたら，それが結果だと思います。 
 　Cが所属しているチームは，Cが「サッカー偏差値が高い」と表現しているように，チーム全体
の選手の技術もサッカーに対する考え方もレベルが高い。その中でも難しいポジションをこなせて
いるという「手応え」を感じる半年であったようである。 
語り C ― 3 ― 5：最初の方はちょっとやっぱ難しかったですけど，サイドバックの時は前の選手が
ころころ替わって，そうするとやっぱうまく信頼関係がつかめないっていうか。ボランチで出
てからは選手が替わっても，もうサイドバックで出続けてるっていうのもあったんで，信頼し
て，自分の思うとおりには動かせてるかなと思います。…（手応えは）…いちばん感じてますね。
サッカー偏差値も高いっていうのもあると思います。選手の技術もそうですけど。今までは技
術もなかったし偏差値も低い，でもプライドは高いみたいな。いちばん手応え感じる半シーズ
ンであり，ボランチで出てからさらに，手応えは感じてます。
 　以前は将来的に Jリーガーとして日本でプレーしたいと語っていたが，この半年を経て，より上
を目指し，スケールの大きな目標を抱くようになった。 
語り C ― 3 ― 6：けっこう変わりましたね，それは。日本でやるっていう考えはもう今はあんまり
ないですね。逆にもう（お世話になった人たちを）呼べればいちばん良いですけどね，こっち
に。あんまり今はこだわってないです，日本に。たぶんダメになりそうですね，日本に行って
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しまったら。何でも揃ってしまうんで。
 3.3.4　ストーリーライン（C選手） 
 　モンテネグロに来た当初から積極的に現地語を使用しており，滞在歴約 1年時点では意思の疎通
にそれほどストレスを感じてはいなかったが（語り C ― 1 ― 2），約 1年半時点でチームの主力として
活躍していても，チーム状況の悪さもあり「信頼」を得ることは簡単ではなかった（語り C ― 2 ― 3）。
そのような中でも，英語による監督とのコミュニケーションを通して語学力の重要性を認識し（語
り C ― 2 ― 2），ピッチ内では現地語を声に出すことでチームメイトからの「信頼を勝ち取る」努力を
していた（語り C ― 2 ― 4）。リーグ上位チームに移籍後の滞在歴約 2年時点では，より具体的に自ら
の役割を理解し，「期待に応える」ことで「結果」を示して，チームからの「信頼」が得られてい
る（語り C ― 3 ― 4）。「サッカー偏差値が高い」環境で難しいポジションをこなせているという状況に
「手応え」を感じ（語り C ― 3 ― 5），よりスケールの大きな目標を抱くようになった（語り C ― 3 ― 6）。 
 3.4　ケース 4：D選手 
 主な海外滞在歴：オーストラリア約 1年→（日本約 1年）→モンテネグロ約 2年（最終インタビュー時） 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年 23歳 モンテネグロ
2回目 モンテネグロ約 1年半 23歳 モンテネグロ
3回目 モンテネグロ約 2年 24歳 モンテネグロ
※初回と 2回目の間にパイロット調査としてインタビューを 1回行っているが，今回は分析対象とはしていない。
 3.4.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年，23 歳） 
 　Dは学生時代に 1年間オーストラリアへの留学を経験しており，モンテネグロに来て約 1年のこ
の当時も英語には堪能であった。モンテネグロにおける英語の通用度はチーム環境によっても異な
るが，Dが所属するチームでは，当時それほどストレスを感じない程度には英語が通用していたよ
うである。 
 　まず，これまでに Dが長期滞在した経験がある国と日本をコミュニケーションという観点で比
較してもらったところ，「上下関係」の有無があげられた。これについては，それぞれに「良さ」
があるとしている。 
語り D ― 1 ― 1：まず日本でだと，大きく，上下関係ありますよね。先輩後輩の関係であったりっ
ていうのは，オーストラリア，モンテネグロではないですね。普通に，もう言葉自体に，上下
関係を表す言葉ってほとんどないんで。その面では，相手が年上だろうが年下だろうが同じ目
線でしゃべれる。そこに関してはすごく平等だなと思って。までも，それもまた日本の良いと
ころでもあると思ってるんで，先輩を敬うとか。上下関係があって初めてコミュニケーション
が成り立つ部分もあると思うんで。そこがまあ，日本の良さであり，上下関係がないっていう
のもオーストラリアとかモンテネグロの良さではあると思うんですけど。
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 　異文化間のコミュニケーションに関しては，自分の意思をとにかく伝えること，それも自分の言
葉で伝えるべきだと考えていることが示される。 
語り D ― 1 ― 2：モンテネグロに関してはセルビア語なんで，極力自分でもう，セルビア語を覚え
るとか，英語しゃべれるチームメイトに，これなんて言うの，とか聞いたりして，それでコミュ
ニケーションとったりとか。もしくは英語しゃべれるチームメイトに通訳してもらったりして，
こうして欲しい，ああして欲しいってのは伝えるようにして。絶対言わないと，やってくれな
いんで。…（中略）…いくらつたなかったとしても，ジェスチャーとか使いながら，やった方
が，自分の口でしゃべった方が，熱意じゃないですけど，そういう意図は伝わると思うんで。
 
 　自分の意思を「伝える」には，まず相手に「耳を傾けて」もらわなくてはならない。そのための
工夫として「褒める」ことを心がけていることが語られる。 
 語り D ― 1 ― 3：伝えるというか，褒めることじゃないかなと思って。例えば，絶対に人って褒め
られたら嬉しいと思うので。でプラスなこと言われたりとか，そういうポジティブなことを言
われると，絶対にその人の意見に耳を傾けたくなるんで。…（中略）…僕がいちばん心がけて
ることは，話すと同時に褒めること。 
 　この環境で今後さらに上を目指すために，「変化に対応する力」が必要だと語る。異文化環境に
おける適応力を重要視していることがうかがえる。 
 語り D ― 1 ― 4：変化に対応する力だと思ってます。僕自身，今まで，環境がものすごく僕変わっ
てるんで。だからその環境にいかに早くなじめるか，…（中略）…まあ温故知新じゃないです
けど，そういう力が僕は必要になってくると思ってるんです。だからそのこれから先に関して
も，モンテネグロに来たこともひとつの変化なんで僕にとって。その中でいかに自分を発揮で
きるか，その環境に応じて自分を表現する方法を変えていかなきゃいけないんで。僕にとって
一番大事なのは，変化に対応していく力かなと思ってますね。 
 3.4.2　2 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，23 歳） 
 　このころ，Dは引き続き同じチームに所属して 1年が過ぎようとしていたが，試合への出場機会
に恵まれず，大きな心境の変化を経験することになった。チームとしては監督が交代し，英語によ
るコミュニケーションが飛躍的にスムーズになったようだが，周りの状況の変化というよりは，自
身の内面の変化とコミュニケーションの相関関係が語られる。 
 　モンテネグロに来てからこの当時までの Dには公式戦の出場機会がなく，「フラストレーション
が溜まる」状況であったが，このころから感情を積極的に「表情」や「態度」に出すようになって
いた。ここで注目されるのは，新監督は英語を流暢に話し，言葉でのコミュニケーションに問題は
ない中で，「言葉に出さずとも」感情が伝わることが増えてきたと感じている点である。そこには，
この 1年の間にチーム内で積み重ねてきた「信頼関係」が大きく反映しているのではないかと考え
る。 
 北村雅則・石川美紀子 143
 語り D ― 2 ― 1：最近はほんとに，表情に出したりとか，態度に出したりとか，っていうことは多
いですね。けっこう自分の中でもフラストレーションが溜まってるっていうのはあるんですけ
ど，なかなか試合，ベンチにも入れなかったり，前回の監督の時なら，紅白戦にも参加できず
にまわりでランニングだけっていうこともあったんで，結構態度に出していた部分は多かった
んですけど，でもそれによってけっこうその，チームメイトが俺が監督に言ってやろうか，っ
ていう（ように），言ってもらえることも増えたというか，そういう，言葉に出さずとも，そ
ういう雰囲気とかから感じ取ってもらえたことも多かったんで，ま意識的に出してたわけじゃ
ないんですけど，そういうの汲みとってくれる力っていうのはたぶん，信頼関係というか，今
まで重ねてきたコミュニケーションであったりとか，っていうのが，大きく反映したのではな
いかなと思ってるんですけど。 
 　こうした変化が現れた背景には，「チームのために」ではなく「自分のために」と考えるようになっ
たことがあげられる。「何のためにサッカーをやっているのか」と自問自答し，「自分のために」と
いう結論にたどり着いた過程が率直に語られる。 
 語り D ― 2 ― 2：正直言ってしまえば，自分が目標であったりだとか，自分がこの日掲げた目標とか，
今日やっとこうかなと思ったことができればもうそれでいいので。ある程度，前期はチームの
ためにって言うのをやろうかなと思ってましたけど，でももう，後期の中盤あたりに入ってか
ら，もう自分のために。結果はそれがチームのためにつながると思うんで。…（中略）…やっ
ぱり（以前は）あいつが来て良かったっていうふうにしようかなと思って，いろんなその練習
以外のところであってもチームメイトに声かけたりとかっていうふうにはしてましたけど，で
もなぜか，最近そういうことに関してちょっと，これでいいのかなっていうのが。やっぱり自
分の人生なんで，自分の人生の主役は自分なんで。そう考えたときに，なんのためにサッカー
やってるのかっていうと自分のためなんで。自分が向上，というか自分がレベルアップしてい
けるというか，そういったところにもっと重点をおいてやった方が良いんじゃないかなって，
思うようにはなりましたね。 
 　このような心境の変化が「自分の予想以上に早く」現れたことに驚いているようだが，それは D
にとっては「メンタル的な成長」であり，ポジティブな変化と捉えていることがうかがえる。 
 語り D ― 2 ― 3：自分の予想以上に早くこう，自分のために，という気持ちが出てきたことに関し
ては，すごく，自分自身ちょっと，びっくりしてるというか。誰のためにやってるのかってい
うと自分のため，というのがここ最近すごく気持ちの中に，どんどんどんどんそういう感情が
出てきたんで。…（中略）…メンタル的な成長は大きいかもしれませんね。やっぱりずっと我
慢し続けてきたっていうのもあると思うんで，爆発したのかなっていうのはあるかもしれない
ですけど。 
 3.4.3　3 回目インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 2年，24 歳） 
 　引き続き同じチームに所属して 1年半，この時期のDは食事面からの肉体改造に取り組んでいた。
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自らの向上を目指して試行錯誤は続く。 
 　Dは半年前のインタビューで，感情を表情や態度に出すようになったと語っていたが，このころ
は新たな心境の変化もあり，さらに積極的に「自分を出す」ようになっている。 
語り D ― 3 ― 1：最近ではもっともっと，自分のわがままというか，まあ戦術的なところではなくて，
普段の会話とかももう，自分はこうしたいとか，もっとこうしてくれっていうのを，直接監督
通じてオーナーには伝えてもらったりだとかは，するようになってきましたね。どっちかって
いうと，今までそんなに自分のことを伝えるってことはあんまなかったんですけど，まあ説明
はしにくいですけど，自分の中でのちょっと気持ちの変化っていうのがあったんで。ずっとそ
の，自分を出すというか，出せなかった部分からすると，そういう変化があったのかなとは思
いますけど。
 
 　前回のインタビューの後，Dにとっては初めての公式戦出場機会が巡ってきた。試合データから
も，この半年でチーム内でのプレーヤーとしての Dの地位は上がってきていると考えられる。食
事面からの肉体改造でパフォーマンスが上がり，「自信」が出てきたこともあって，Dの「変化」
はチーム内でポジティブに受け入れられていると感じている。 
語り D ― 3 ― 2：今年の夏に，肉体改造というか，食事面からの肉体改造で，かなりパフォーマン
スが上がったと感じてて自分の中で。それもチームメイトはすごく感じてくれてるみたいで。
で，今の監督も，監督になる以前から自分のプレーを見てくれていたんで，そういうところの
変化というか，そういう部分も見てくれた結果，自分に自信が出たというのもあるんですけど，
受け入れてくれることが多くなったのかなと思います。
 
 　自らの向上のためにやみくもに「結果」を求めるのではなく，試行錯誤を繰り返す過程を重要視
する姿勢が語られる。今は Dにとってはあくまで「結果」を出すための通過点に過ぎない。 
語り D ― 3 ― 3：今まで自分が向上するためにいろんなことに取り組んできて，しばらく続けてみ
てうまくいかないなと思ったら，すぐ改善してやってきたんですけど，まあそういうのがある
からこそ今の自分があって，結局その，自分がたどり着けないところに行くには，近道したら
それだけ返ってくるのは少ししかないと思ってて，例えば早く結果出せるのも大事なんですけ
ど，長いスパンで見るとあんまりその，返ってくるのはその時だけで，今後の，例えば 2，3
年後とか，経ったときに，返ってくるのは少ないのかなと。まず遠回りが最大の近道なんじゃ
ないかなと。そうしないと，人として深みが出ないじゃないですか。僕はそう信じてるんで。
その途中なんですが。
 
 3.4.4　ストーリーライン（D選手） 
 　モンテネグロ滞在歴 1年の時点では，異文化間のコミュニケーションについて，自分の意思を自
分の言葉で伝えるべきだと考えているが（語り D ― 1 ― 2），滞在歴 1年半の時点では，「フラストレー
ションが溜まる」状況の中，感情を積極的に「表情」や「態度」に出すようになった。チーム内で
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積み重ねてきた「信頼関係」も反映され，「言葉に出さずとも」感情が伝わることが増えてきたと
感じている（語り D ― 2 ― 1）。この背景には，「チームのために」ではなく「自分のために」という心
境の変化があげられる（語り D ― 2 ― 2）。滞在歴 2年となる頃にはさらに積極的に「自分を出す」よ
うになっている（語り D ― 3 ― 1）。それは言葉で示すというよりは，Dの「変化」や，そこからもた
らされた「自信」により，チーム内でポジティブに受け入れられている（語り D ― 3 ― 2）。しかし，
全ての「変化」は「結果」への通過点に過ぎず，今はまだ試行錯誤の過程である（語り D ― 3 ― 3）。 
 3.5　ケース 5：E選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約 1年半 
インタビュー 時期 年齢 インタビュー場所
初回 モンテネグロ約 1年半 24歳 モンテネグロ
2回目 日本帰国後約 1年 25歳 日本
 3.5.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約 1年半，24 歳） 
 　この当時の Eの海外滞在歴はモンテネグロ約 1年半であるが，最初の 1年間は 2部リーグのチー
ムに所属しており，初回インタビュー時は 1部リーグに移籍して約半年が過ぎたころであった。2
部のチームではシーズンを通してほぼ全ての試合に出場し，主力として活躍していた Eだったが，
満を持して移籍した 1部のチームでは出場機会に恵まれず，苦悩する時期であったようである。 
 　このころの Eは，試合中のコーチングも重要になってくる中盤の守備的なポジションだったが，
チーム内でのコミュニケーションに「もどかしさ」を感じている様子がうかがえる。 
 語り E ― 1 ― 1：自分が思っていることと，やってほしいプレーとか，こうしてほしいプレーを言っ
てるんですけど，まったくできないというもどかしさが。…（中略）…試合中，伝えようと思っ
ていることを，ハーフタイムに，持ってきたちっちゃいノートとペンで，こうやってくれみた
いなことは言うんですけど。試合中はもう言ってもしょうがないんで，言っても聞き取っても
らえないことが多かったんで，そこはもうあきらめて，ハーフタイムに言ったり，練習後に言っ
たりとか。その場では，まあ大声で言うんですけど，聞き取ってもらえなかったり，っていう
のが多いですね。 
 　それでも，サッカー環境も恵まれているとは言いがたく，英語の通用度もそれほど高くはないチー
ム状況ではあったが，サッカーができて「幸せ」と語る。将来的には指導者になりたいと話していた。
 語り E ― 1 ― 2：環境面とか，言葉の不満さはあるんですけど，まあ全然サッカーできるんで，幸
せですね。…（中略）…やっぱり，続けてきたサッカーを，日本の子どもたちに教えたりとか
は，したいなあっていうのはあります。 
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 3.5.2　2 回目インタビュー（日本帰国後約 1年，25 歳） 
 　初回のインタビューの後，Eは出場機会にそれほど恵まれないまま，所属していたチームから契
約解除の通達を受けることになった。その後は日本で一般企業に勤務しながら，故郷の少年サッカー
チームでスクールを手伝うなど，指導者になるための準備をしている。インタビューは帰国後約 1
年が過ぎた時期に行った。 
 　異文化環境でプロサッカー選手として過ごした約 1年半は，Eにとってはおそらく，上を目指す
という希望に満ちた最初の 1年間と，どん底を味わった移籍後半年というように捉えられるだろう。
当時を振り返って，最初の 1年間は「信頼」され「必要とされている」ことが「嬉しかった」と語
られる。語学力に自信があったわけではないようだが，それでもコミュニケーションはとれていた
と感じているようである。 
語り E ― 2 ― 1：（最初の 1年間は）試合に出てたし，信頼されてるなっていうので，やっぱり楽
しかったし，必要とされてるなっていうのが嬉しかったし。やっぱり選手としゃべりたいとい
うのがあったんで，しゃべってましたけど，（移籍後は）特に必要とされてないなっていうので，
自分の気持ちも落ちちゃってたんで。…（中略）…大事だと思いますね，言葉は。監督としゃ
べれたらもっと状況は変わってたかなとは思います。
 
 　1部リーグと 2部リーグとの間にはもちろん実力差もあるが，移籍後の苦悩はチーム内でのコミュ
ニケーションの難しさにあり，それは「試合に出ていない」ことが最も大きな要因になっていたと
Eは考えている。 
語り E ― 2 ― 2：今思えば，当然自分の実力も足りなかったっていうのもあるし，なんかうまくな
じめなかったっていうのはありますね。まあ，試合に出てないっていうのはいちばん大きかっ
たですね。試合会場に行って，みんなで戦うっていうのができなかったから，なんか蚊帳の外
というか，そんな感じでしたね。…（そのような状況で）…自分からコミュニケーションとろ
うっていう，意欲がなかったですね。辛かったです。
 
 　契約解除の通達を受けて，プロサッカー選手としては引退を決断したが，自らの経験を故郷に「還
元したい」と以前から考えていた。地元の指導者のレベルについても，今は「足りていない」と感
じている。 
語り E ― 2 ― 3：やっぱり関東とかに比べたら，ここは全然田舎やし，サッカーの面でも全然劣っ
てるし。だから，そういう面で自分にできることって考えたら，やっぱりサッカーしてきたこ
の経験を，どんな形であれ，還元したいなっていう思いは，海外行ってたときからありました。
…（地元には）…子ども一人一人うまくさせるためには，ていうのを考えた育成がないなと思っ
て。大人の自己満でやってるなっていうのは印象的でしたね。違和感ありますね。（指導者の
レベルも）全然もう，足りてないとは思いますね。子どもがかわいそうやなと思います。
 
 　Eの根底には常に，自らを成長させてくれたサッカーにずっと携わりたい，という思いがある。
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1年半の海外プロサッカー選手としての生活は，確かに「辛かった」が，人間として成長できた。
子どもたちにも「サッカーを通して成長してほしい」と語る。 
 語り E ― 2 ― 4：海外に行って，人間として成長できたなというのはありますね。いろんな人との
つながりもできたし，辛かったですけど，大事な時間でした。…（子どもたちには）…サッカー
を好きになってほしいなと。サッカーで僕，成長できたんで，また子どもたちにサッカー好き
になってもらって，サッカーを通して成長してほしいなっていうのを伝えていきたいなと思っ
てます。 
 3.5.3　ストーリーライン（E選手） 
 　滞在歴約 1年半当時，Eは試合への出場機会に恵まれず，チーム内でのコミュニケーションにも
「もどかしさ」を感じて苦悩していた（語り E ― 1 ― 1）。帰国後約 1年を経て当時のことを振り返り，「試
合に出ていない」ことでコミュニケーション不足に陥り，自信を失っていたことが語られる（語り
E ― 2 ― 2）。1年半の海外プロサッカー選手としての生活は，確かに「辛かった」が，人間として成長
できた（語り E ― 2 ― 4）。引退後は自らの経験を故郷に「還元したい」という思いを強くし，自らを
成長させてくれたサッカーに今後も携わっていきたいと考えている（語り E ― 2 ― 3）。 
 3.6　ケース 6：F選手 
 主な海外滞在歴：モンテネグロ約半年→クロアチア約半年 
インタビュー 時期 年齢 場所
初回 モンテネグロ約半年 23歳 モンテネグロ
2回目 日本帰国後約半年 24歳 日本
 3.6.1　初回インタビュー（モンテネグロ滞在歴約半年，23 歳） 
 　初回インタビュー時の Fは，海外でプロサッカー選手としてのキャリアを開始して約半年であっ
たが，チーム内の日本人は Fのみということもあり，日頃から積極的に現地語を学習して，試合
中のコーチングも簡単な日常会話も現地語である程度こなせるようになっていた。 
 　異文化間のコミュニケーションにおける語学力について，この当時の具体的な考えが語られる。 
 語り F ― 1 ― 1：練習メニューとかは，なんとか見て，実際やってみて理解したりとか，教えてくれ
る選手もいるんで，そんなに思ったよりは苦労しないなと思ったんですけど，例えば（現地の）
選手とぶつかり合った時に，言い合うじゃないですか，その選手と。その時に監督がどうした
んだって来たときに，モンテネグロの選手は，母国語だから監督に，たぶん言いたいこと言える
じゃないですか。でも，こっちは言えないじゃないですか。でも監督はそれだけ聞いてたぶん
受け入れちゃうんで，ああそうなんだって。だからそいつが何言ってるかはわかんないですけど，
いやこの日本人が悪いんだって言ったら，たぶんそのまま受け入れられちゃうかもしれないんで。
そういうところは，コミュニケーション，やっぱ言葉しゃべれたらな，とかは思いますね。 
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 　さらに，言語以外の部分でコミュニケーションを成立させるために工夫する姿勢が示される。こ
れは異文化環境でのサッカーのみならず，日本国内における教育現場にも共通する視点であること
が注目される。 
語り F ― 1 ― 2：良いプレーはほんとに褒めたりとか。そういうのですね。単純に気持ちよくなる
じゃないですか，褒められれば。だから，悪いことは言うけど，良い時はすごい褒めたりとか。
あと実際，（相手が）例えばミスして，そのミスしたことに対してだけ言うんじゃなくて，そ
いつのミスを自分がめちゃ体張ってカバーした後で言うのでは，全然違うじゃないですか。お
前が今ミスしてこうなったんだぞって言う，そういうとこですかね。
 
 　異文化環境への適応について，海外でキャリアをスタートさせて間もない日本人選手にしばしば
見られる事象であるが，まずはチームメイトと仲良くならなければと思うがあまり，相手に合わせ
ようとしすぎることで，パフォーマンスもメンタルも落ちるという悪循環に陥りやすい。異文化環
境において過剰に努力することが，必ずしも良い結果をもたらすとは限らない。 
 語り F ― 1 ― 3：自分の時間を大事にするようになってから，良くなったのかなというのはありま
す。なんか最初はすごい，コミュニケーションいっぱいとって，仲良くなれると思ってたんで
すけど，もう疲れちゃって（笑），ほんとに。疲れちゃって，さらに，それでサッカーがうま
く行く時はいいですけど，うまくいかなくなったらもう，いちばんほんと最悪だったんで。も
う無理して（チームメイトと遊びに）行くのは，やめようと思って。逆に，練習の時にその短
い 1時間半とか 2時間の間にコミュニケーションとって，もう練習終わったら家帰って，自分
の時間作ったりするようにしてから，良くなった気がします。 
 3.6.2　2 回目インタビュー（日本帰国後約半年，24 歳） 
 　前回のインタビューの後，Fはクロアチアに移籍し，半年間プレーして帰国した。もともと Fは，
将来は指導者になりたいと話しており，そのために教員免許も取得している。インタビューは母校
への赴任を控えた時期に行い，指導者として異文化経験を伝えようとする姿勢が語られる。 
 　まず，約 1年間の海外プロサッカー選手としての生活を振り返り，コミュニケーション成立への
工夫について，自分の意見を主張すること，また「仲間意識」への配慮といったことをあげている。
 語り F ― 2 ― 1：最初どうしても日本人だと舐められる部分はあると思うんですけど，自分の考え
とかビシッと言ったりとかすると，向こうも，おっみたいな感じになって，そこからちゃんと
対等に接してくれるようになったりとか。…（中略）…（チームメイトと）一緒にいたとき
に，そこら辺の通りがかりの人に，お前出身どこなの？みたいに聞かれたことがあって，普通
に Japanって答えたんですけど，その後にチームメイトに怒られて，お前はもうこの町の人間
なんだから，この町の名前を言えみたいな，まあ冗談半分なんですけど，日本人じゃなくても
同じ僕はこの町の人間だっていう誇りを持て的なことを言われたから，…（中略）…仲間意識
高いじゃないですか。だからそういうスタンスをとると，コミュニケーションも取りやすいの
かなとは思いました。 
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 　さらに，異文化環境のチームの中で認められたと実感した経験が具体的に語られる。 
語り F ― 2 ― 2：練習で結構自分は，試合ぐらいの激しさでいくような意識でしてたんで，最初は
思いっきりスライディングとかすると，お前危ねぇじゃないかみたいな感じで怒ってきてたん
ですけど，もうそれが当たり前になってくると，なんか向こう的にはちょっと最初から警戒し
てるんで，自分が持ったときはあんまり激しく来なかったりとか。…（中略）…シーズンの途
中ぐらいからそうなってきたのを見て，やり返してきたりしなくなったんで，認められたのか
なとは感じました。最初は日本人（に対して）削ってやろうみたいなことはあったんですけど，
（Fが）試合にも出てるから，怪我させちゃまずいっていうのも（あったみたいで）。
 
 　Fはモンテネグロに半年滞在していた時点ですでに現地語にそれほど苦労しなくなっていたた
め，ほぼ同じ言語であるクロアチア移籍後も語学力は活かされたようである。 
 語り F ― 2 ― 3：ちょっと語学レベルがあがったりして，監督と戦術についての話，自分の意見を
1対 1で話せたとき，すごい，そういう部分では向上したのかなと思いました。 
 　帰国してからの半年間に，Fは日本で子どもたちのためのサッカースクールを数回開催し，自ら
の異文化経験を伝えるという場を得た。そこで子どもたちに伝えたことは「サッカーを楽しくやる
ことが一番大事」だと語る。Fの 1年間の異文化経験が集約された発言だといえるだろう。 
 語り F ― 2 ― 4：どうやったら（海外に）行けますかみたいな質問をしてくる子とかいたんで，ほん
と初歩的な話になりますけど，自分は向こう行ってやってる日々はすごく楽しかったんで，サッ
カー楽しくやんなきゃと，そこは絶対だと思うんで。辛いこととかも向こうではあったし，うま
くいかないこともありましたけど，練習中とか，ボール蹴ってるときはほんとにすごい楽しかっ
たんで，…（中略）…サッカー楽しくやることが一番大事だよっていうふうには話しました。 
 　これから指導者として本格的に活動を始めるにあたり，単純に技術だけではなく，長い人生を見
すえた人材育成をしていきたいという姿勢が示される。 
 語り F ― 2 ― 5：（サッカー選手は現役を引退した後の）プレーしない人生の方が長いと思うんで。
たかだかできても 30とか，カズとかそういう特殊な人もいますけど，その後の人生の方が長
いと思うんで，プレーだけじゃないよっていう部分は教えられたらいいかなと思います。 
 　近頃は海外でプロサッカー選手を目指すという選択も身近になったが，そこで契約を勝ち取り
シーズン通してプレーできたことは，Fにとって確実に貴重な経験となった。 
語り F ― 2 ― 6：（海外に挑戦して）契約するかしないかがすごく，いちばんそこがまず最初の分
岐点なのかなと。たぶん（海外へ）行くことはみんなできると思うんですけど，そこで続けて
シーズン通せるっていうのは，そういうチャンスとか機会もらえた部分があったんで，そうい
う部分では，行って，この先の人生だいぶ変わってくるのかなとは思います。サッカーのプレー
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だけではなくて，いろんな人とも知り合えたし，いろんなことを感じましたね。
 3.6.3　ストーリーライン（F選手） 
 　もともと Fは将来的に指導者になりたいと考えていたが，海外滞在時も，日本を含め世界中の
教育現場に共通するであろう視点を持っていた（語りF ― 1 ― 2）。帰国後は自らの異文化経験から「サッ
カーを楽しくやることが一番大事」と子どもたちに伝え（語り F ― 2 ― 4），指導者として「プレーだ
けではない」人生のための育成をしていきたいと考えている（語り F ― 2 ― 5）。1年間の海外プロサッ
カー選手としての生活は，Fにとって確実に貴重な経験となった（語り F ― 2 ― 6）。 
 4．おわりに 
 　本稿では，海外在住経験を持つ日本人サッカー選手を対象にインタビュー調査を行い，異文化環
境における経験と異文化間能力獲得の相関関係を分析した。「異文化間能力」の獲得の諸相は，そ
れぞれのケース毎に多岐に渡るが，Byram（1997）による「異文化間コミュニケーション能力」の
うち，広い意味で言語に関わる「言語能力」「社会言語能力」「談話能力」とも密接に関わり合いな
がら身に付くものであると考えられる。 
 　今回は SCATによる理論記述には至らなかったが，異文化環境において，異文化間能力と言語が
どのように関わり合っているのか，今後も継続して調査分析を行う必要があるだろう。また，日本
に帰国した海外在住経験者へのインタビュー調査も，異文化とは何かを考える上でも，人材育成と
いう観点からも，重要な示唆に富むものとなると考える。言うまでもなく，異文化環境と海外は同
義ではないからである。 
 　異文化間コミュニケーション能力において言語がどのような役割を担うのか，その理論記述とグ
ローバル人材育成への応用が，今後の課題となる。 
 謝　　辞 
 　この 1年あまり，モンテネグロと日本で述べ約 50名の皆様にインタビューに応じていただいた。本稿の調査研究は，
皆様の多くの貴重な時間を割いていただいて得た膨大なデータのほんの一部分である。ご協力に心から感謝申し上
げる。また，情報提供や面会のマネージメントなど多大なるご支援をいただいたセルビア共和国大使館の皆様，株
式会社ユーロプラスインターナショナルの皆様，サッカーに関する専門的な知見について助言をくださった多くの
サッカー関係者の皆様にもお礼申し上げる。 
 参考文献 
 大谷　尚（2008）「4ステップコーディングによる質的データ分析手法 SCATの提案　―着手しやすく小規模データ
にも適用可能な理論化の手続き―」『名古屋大学大学院教育発達科学研究科紀要　教育科学』54(2)（pp. 27 ― 44） 
 大谷　尚（2011）「明示的手続きで着手しやすく小規模データに適用可能な質的データ分析手法」『日本感性工学会論
文誌』10(3)（pp. 155 ― 160） 
 松浦依子・宮崎玲子・福島青史（2012）「異文化間コミュニケーション能力のための教育とその教材化について―ハ
 北村雅則・石川美紀子 151
ンガリーの日本語教育教科書『できる』作成を例として―」『国際交流基金日本語教育紀要』8（pp. 87 ― 101） 
 佐藤慎司・奥泉香・仲潔・熊谷由里（2013）「第 1章「文化」文化人類学と言葉の教育における文化概念の変遷と現状」
佐藤慎司・熊谷由里編『異文化コミュニケーション能力を問う　超文化コミュニケーション能力をめざして』（pp. 
3 ― 31）ココ出版 
 大木充（2014）「グローバル人材育成政策と大学人の良識」西山教行・平畑奈美（編）『「グローバル人材」再考―言
語と教育から日本の国際化を考える―』（pp. 48 ― 79）くろしお出版 
 北村雅則・石川美紀子（2014）「セルビア・ベオグラードにおける「日本」の受容に関する調査報告」『アカデミア人
文・自然科学編：南山大学紀要』7（pp. 205 ― 210） 
 西山教行・細川英雄・大木充（編）（2015）『異文化間教育とは何か―グローバル人材育成のために―』くろしお出版 
 石川美紀子・北村雅則（2016）「異文化環境におけるコミュニケーションの実態調査―在モンテネグロ日本人サッカー
選手へのインタビューから―」『アカデミア人文・自然科学編：南山大学紀要』12（pp. 135 ― 148） 
 Byram, M. (1997)  Teaching and Assessing Intercultural Communicative Competence , Multilingual Matters LTD. 
